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保
健
師
や
看
護
師
、
准
看
護
師
、
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、
介

護
福
祉
士
な
ど
と
し
て
、
将
来
広
尾
町
又
は
広
尾
町
内
の
医
療
機

関
等
で
勤
務
を
希
望
す
る
学
生
に
対
し
て
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
修
学
資
金
を
貸
付
し
、
町
民
の
健
康
、
子
育
て
、
介
護
福
祉
の

維
持
・
増
進
と
医
療
や
介
護
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
人
材
確
保
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

�

※
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

貸
付
金
額

・
保
健
師
、
看
護
師

�

月
額
10
万
円
以
内

・�

准
看
護
師
、
保
育
士
、
社
会

福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
等

�

月
額
５
万
円
以
内

　
※
い
ず
れ
も
無
利
子

返
還
金
の
免
除

・
保
健
師
、
看
護
師
は
、
貸
付

を
受
け
た
期
間
の
１・５
倍
に

相
当
す
る
期
間
勤
務
し
た
場
合

に
返
還
金
の
全
部
を
免
除

・
准
看
護
師
、
保
育
士
、
社
会

福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
等
は
、

貸
付
を
受
け
た
期
間
の
２
倍
に

相
当
す
る
期
間
勤
務
し
た
場
合

に
返
還
金
の
全
部
を
免
除

返
還
の
方
法

・
学
校
又
は
養
成
所
を
卒
業
後

３
年
以
内
に
総
額
を
返
還

・
貸
付
の
取
消
し
が
あ
っ
た
と

き
は
、
貸
付
を
受
け
た
期
間
に

相
当
す
る
期
間
内
に
返
還

問

保
健
師
・
看
護
師
と
准
看

護
師
・
保
育
士
と
で
貸
付

金
額
に
差
が
あ
る
理
由
は
。

答

保
健
師
や
看
護
師
は
４
年

制
大
学
で
資
格
を
取
る
人

が
多
く
学
費
等
も
相
応
に
か
か

る
。
ま
た
、
社
会
的
な
問
題
と

し
て
看
護
師
等
が
不
足
し
て
お

り
、
貸
付
金
額
を
増
や
す
こ
と

で
魅
力
的
な
制
度
に
す
る
。

問

返
還
金
の
免
除
期
間
の
担

保
に
差
が
あ
る
理
由
は
。

答

准
看
護
師
や
保
育
士
は
、

保
健
師
や
看
護
師
に
比
べ

就
学
期
間
が
短
く
、
要
件
と
し

て
勤
務
す
る
期
間
が
短
く
な
る

の
で
差
を
つ
け
て
設
定
し
た
。

町民の健康、子育て、介護福祉の維持・増進を図る町民の健康、子育て、介護福祉の維持・増進を図る

～医療技術者等修学資金貸付条例の制定～

令和４年
第４回
定例会

12/6～9

保健師、看護師、保育士、
� 介護福祉士等の人材確保へ

医 療
子育て
介 護

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
、

12
月
６
日
（
火
）
か
ら
９
日
（
金
）

ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。
医
療
技
術
者
等
修

学
資
金
貸
付
条
例
の
制
定
や
乳

幼
児
及
び
児
童
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
公

平
委
員
会
委
員
の
選
任
、
補
正

予
算
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

医
療
技
術
者
等
を
目
指
す

人
に
修
学
資
金
を
貸
付
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問

３
年
以
内
に
全
額
を
返
還

と
な
っ
て
い
る
が
緩
和
措

置
は
考
え
て
い
る
か
。

答

資
格
取
得
後
に
広
尾
町
又

は
広
尾
町
内
で
勤
務
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
貸

付
制
度
で
あ
る
た
め
、
勤
務
さ

れ
な
い
場
合
は
返
還
と
な
る
。

そ
の
他
決
ま
っ
た
こ
と

同　
意

◆
任
期
満
了
に
よ
る
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
に
同
意

　
髙
坂
光
則
さ
ん
（
再
任
）

　
松
田
哲
典
さ
ん
（
新
任
）

　
（
任
期
）
令
和
４
年
12
月
18

日
か
ら
４
年
間

財
産
の
処
分

◆
土
地
の
売
却

　

高
規
格
幹
線
道
路
、
大
樹
・

広
尾
道
路
工
事
の
事
業
用
地
と

し
て
、
字
紋
別
３
１
４
番
１
の

山
林
を
８
７
７
万
８
４
５
７
円

で
帯
広
開
発
建
設
部
に
売
却
し

ま
し
た
。

計
画
の
変
更

◆
広
尾
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
市
町
村
計
画
の
変
更

　
広
尾
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
改
訂
に
伴
い
、
引
用

し
て
い
る
記
載
内
容
を
変
更
し

ま
し
た
。条

例
の
制
定

◆
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
に
伴

う
「
役
職
定
年
制
」
や
60
歳
を

超
え
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る

事
項
な
ど
関
連
す
る
条
例
の
改

正
等
に
つ
い
て
制
定
し
ま
し
た
。

◆
広
尾
町
下
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
公
共
下
水
道
事
業
と
個
別
排

水
処
理
事
業
の
２
事
業
を
も
っ

て
下
水
道
事
業
と
し
、
地
方
公

営
企
業
法
の
財
務
規
程
の
適
用

や
排
水
区
等
を
定
め
ま
し
た
。

国
保
病
院
中
期
目
標

◆
地
方
独
立
行
政
法
人
広
尾
町

国
民
健
康
保
険
病
院
の
第
２
期

中
期
目
標

　
令
和
５
年
度
か
ら
８
年
度
ま

で
の
４
年
間
で
達
成
す
べ
き
業

務
運
営
に
関
す
る
目
標
を
定
め
、

当
該
法
人
に
指
示
す
る
も
の
。

◆
広
尾
町
下
水
道
事
業
の
剰
余

金
の
処
分
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定

　
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く

剰
余
金
の
処
分
及
び
欠
損
の
処

理
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

◆
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
定
年
年
齢
を
令
和
５
年
度
か

ら
２
年
ご
と
に
１
歳
ず
つ
引
き

上
げ
、
令
和
13
年
度
ま
で
に
60

歳
か
ら
65
歳
に
引
き
上
げ
る
改

正
を
し
ま
し
た
。

◆
広
尾
町
乳
幼
児
及
び
児
童
医

療
費
助
成
事
業
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
医

療
費
の
助
成
対
象
を
高
校
生
ま

で
拡
大
し
、
条
例
名
の
「
乳
幼

児
及
び
児
童
」
を
「
乳
幼
児
等
」

に
改
正
し
ま
し
た
。

◆
広
尾
町
重
度
心
身
障
害
者
及

び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
こ
れ
ま
で
医
療
費
の
助
成
は
、

北
海
道
の
基
準
を
拡
大
し
て
所

得
制
限
を
撤
廃
し
て
い
ま
し
た

が
、
北
海
道
と
同
様
に
所
得
制

限
を
設
け
る
改
正
を
し
ま
し
た
。

◆
広
尾
町
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
上
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事

業
の
２
事
業
を
も
っ
て
水
道
事

業
と
し
、
公
営
企
業
会
計
適
用

に
伴
う
設
置
条
例
の
整
理
を
行

い
ま
し
た
。

◆
広
尾
町
水
道
事
業
給
水
管
理

条
例
の
一
部
改
正

　
公
営
企
業
会
計
適
用
に
伴
う

条
例
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

【第１期中期目標からの主な変更内容】
○�入院病床は48床を維持としていたが、入院病床は48床を基本としながらも、適
正な病床数を確保し、地域の医療ニーズや患者の実態に応じて病床区分を見直
すこと。
○�中期目標の期間中に人工透析の治療体制を構築すること。
○�新型コロナウイルス感染症対応についても町民の医療確保に努めること。
○�第１期中期目標で達成した災害時における事業継続計画策定やコンプライアン
スの内部規定策定等は第２期中期目標から削除する。

次のページは「第４回定例会・
行政報告・意見書」
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補
正
予
算

一
般
会
計

公
共
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事

�
９
５
６
万
円

　
工
事
費
の
確
定
見
込
み
に
よ

る
も
の
。
工
事
全
体
で
は
２
本

の
契
約
で
は
あ
る
が
、
施
設
ご

と
に
負
担
行
為
を
し
て
い
る
た

め
、
増
額
工
事
の
施
設
に
つ
い

て
の
予
算
を
増
額
し
ま
し
た
。

金
を
計
上
し
ま
し
た
。（
※
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
一

部
充
当
）

広
域
連
携
映
画
製
作
準
備

活
動
負
担
金

�

１
７
５
万
円

問

９
月
定
例
会
で
２
５
０
万

円
の
補
正
が
あ
り
、
今
回

１
７
５
万
円
の
補
正
が
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
累
計
金
額
は
。
ま

た
、
他
の
自
治
体
の
累
計
は
。

答

今
回
支
出
す
る
額
を
含
め

１
２
９
４
万
８
０
０
０
円
。

他
の
自
治
体
の
累
計
金
額
は
把

握
し
て
い
な
い
が
、
負
担
割
合

は
、
え
り
も
町
が
５
割
、
浦
河

町
が
３
割
、
様
似
町
と
広
尾
町

が
１
割
ず
つ
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
収
入

�

△
３
２
０
４
万
円

問

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
収
入
の
介

護
保
険
収
入
が
減
額
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
入
所
者
数
の
減
少
が
原

因
だ
と
思
う
が
現
在
の
入
所
者
数
は
。

答

知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙
費

�

４
８
８
万
円

　
令
和
５
年
４
月
に
行
わ
れ
る

知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙
の
準

備
が
３
月
か
ら
始
ま
る
た
め
、

今
年
度
分
の
予
算
を
計
上
し
ま

し
た
。

ゆ
う
ゆ
う
舎
補
助
金

�

８
９
万
円

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
職
員
待
遇
改

善
の
た
め
、
多
機
能
型
事
業
所

ゆ
う
ゆ
う
舎
補
助
金
を
増
額
し

ま
し
た
。

対
策
協
議
会
負
担
金

�

３
３
１
万
円

　
赤
潮
対
策
の
た
め
、
北
海
道

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
協

議
会
負
担
金
の
広
尾
町
分
を
追

加
し
ま
し
た
。

秋
さ
け
定
置
漁
業
緊
急
支
援

�

１
５
２
６
万
円

　
定
置
漁
業
者
の
経
営
健
全
化

を
図
る
た
め
、
秋
さ
け
定
置
漁

業
緊
急
支
援
対
策
事
業
費
補
助

現
在
の
入
所
者
数
は
38
人
。

問

令
和
２
年
度
と
３
年
度
の

退
所
者
数
は
。
ま
た
、
定

員
が
50
人
で
12
人
が
欠
員
と
な
っ

て
い
る
理
由
は
。

答

退
所
者
数
は
、
令
和
２
年

が
18
人
で
令
和
３
年
も
18

人
。
亡
く
な
る
方
や
入
所
の
声

掛
け
を
し
て
も
見
送
る
方
が
多

く
、
す
ぐ
入
所
さ
れ
る
方
も
少

な
い
状
況
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
や
職
員
の

退
職
も
続
い
た
こ
と
で
一
時
的

に
入
所
の
受
入
れ
が
遅
れ
る
状

況
も
あ
っ
た
。

問

職
員
体
制
の
整
備
も
含
め

た
今
後
の
取
組
は
。

答

慢
性
的
な
人
員
不
足
が
続

い
て
い
る
が
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
と
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
対
象
と
し
た
外
部
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
業
務
の
見
直
し

を
行
い
、
職
員
の
確
保
と
定
着

に
努
め
る
。

一般会計 ⑩
� 82億2947万円 1418万円 減

港湾管理特別会計 ②
� １億542万円

増減なし
※歳出の補正

簡易水道事業特別会計 ⑤
� １億3933万円 125万円 増

下水道事業特別会計 ⑤
� ３億6784万円 466万円 増

国保事業勘定特別会計 ⑤
� ９億6150万円 208万円 増

介護保険特別会計 ⑤
� ７億2011万円 45万円 増

介護サービス事業特別会計 ⑤
� ２億6502万円 62万円 増

後期高齢者医療特別会計 ②
� １億2817万円 282万円 減

病院事業債管理特別会計 ②
� 5641万円 105万円 減

令和４年度　補正予算の内訳

※会計名の後の丸数字は補正回数� （１万円未満切り捨て）

公共施設照明ＬＥＤ化工事（増額工事分）
施　　設　　名 当初予算額 設計変更後 12月補正額

契
約
①

高齢者健康増進センター、豊
似保育所、広尾小学校、健康
管理センター

13,380,000円 16,050,000円 2,670,000円

契
約
②

役場庁舎・コミセン、生活支
援ハウスなごみ、学童保育施設、
勤労青少年ホーム、豊似小学校、
青少年研修センター、勤労者
体育センター、港湾貨物上屋

35,850,000円 42,740,000円 6,890,000円

計 49,230,000円 58,790,000円 9,560,000円



広尾町議会だより　2023年３月１日5

広
尾
毛
が
に
ま
つ
り
の

名
称
変
更

　
12
月
11
日
開
催
の
「
第
53
回

広
尾
毛
が
に
ま
つ
り
」
は
、
毛

ガ
ニ
の
極
端
な
不
漁
に
よ
り
、「
広

尾
ま
ん
ぷ
く
ま
つ
り
」
へ
変
更

す
る
。

第
６
次
広
尾
町
ま
ち
づ
く
り

推
進
総
合
計
画

令
和
３
年
度
施
策
評
価

　
評
価
は
、
38
施
策
、
８
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
、
担
当

課
に
よ
る
１
次
評
価
、
主
管
者

に
よ
る
２
次
評
価
、
ま
ち
づ
く

り
計
画
推
進
委
員
会
に
よ
る
外

部
評
価
の
３
段
階
で
実
施
し
た

結
果
、別
表
１
の
と
お
り
と
な
っ

た
。

　
評
価
結
果
を
次
年
度
以
降
の

施
策
推
進
に
反
映
し
、
10
年
後

の
ま
ち
の
目
指
す
姿
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
。

る
２
次
評
価
、
ま
ち
づ
く
り
計

画
推
進
委
員
会
に
よ
る
外
部
評

価
の
３
段
階
で
実
施
し
、「
概

ね
成
果
が
得
ら
れ
た
」
Ｂ
評
価

が
５
施
策
、「
施
策
の
達
成
に

向
け
て
事
業
を
進
め
て
い
る
」

Ｃ
評
価
が
７
施
策
と
い
う
結
果

と
な
っ
た
。

第
２
期
広
尾
町
総
合
戦
略

令
和
３
年
度
取
組
効
果
検
証

及
び
内
容
の
改
定

　
４
つ
の
政
策
分
野
ご
と
に
地

方
創
生
推
進
本
部
に
よ
る
自
己

評
価
と
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
策
定
推
進
委

広
尾
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
市
町
村
計
画

令
和
３
年
度
達
成
状
況
評
価

　
過
疎
計
画
全
般
に
関
わ
る
基

本
目
標
と
し
て
、
令
和
７
年
度

を
目
標
年
度
に
「
全
体
人
口
」

と
「
人
口
の
社
会
減
」
の
２
項

目
を
掲
げ
て
お
り
、
令
和
３
年

度
の
状
況
は
別
表
２
の
と
お
り
。

　
ま
た
、
過
疎
計
画
に
規
定
す

る
12
の
分
野
ご
と
に
担
当
課
に

よ
る
１
次
評
価
、
主
管
者
に
よ

員
会
に
よ
る
外
部
評
価
を
実
施

し
、「
概
ね
成
果
が
得
ら
れ
た
」

Ｂ
評
価
が
１
分
野
、「
事
業
開

始
前
よ
り
取
組
が
前
進
・
改
善

し
た
」
Ｃ
評
価
が
２
分
野
、「
取

組
が
前
進
、
改
善
し
た
と
は
言

い
難
い
」
Ｄ
評
価
が
１
分
野
と

い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
現
在
農
林
課
で
進
め

て
い
る
「
集
い
の
杜
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
お
い
て
国
の
地
方
創

生
拠
点
整
備
交
付
金
を
活
用
す

る
た
め
、
広
尾
町
総
合
戦
略
へ

の
明
確
な
位
置
付
け
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
容

の
見
直
し
を
行
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
小
学
校
の
学
校
閉
鎖

　
12
月
５
日
豊
似
小
学
校
児
童

４
人
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
を
確
認
し
た
。
そ
の
他
の

児
童
も
風
邪
症
状
で
欠
席
し
て

い
る
た
め
、
同
校
を
12
月
７
日

か
ら
11
日
ま
で
閉
鎖
す
る
。

教
育
行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

菅
原
教
育
長
か
ら
の

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

（別表１）

評価結果の分布（38施策 +8重点プロジェクト）
A（大いに成果が得られた） １ 2.2％

B（概ね成果が得られた） 12 26.1％

C（達成に向けて事業を進めている） 32 69.6％

D（達成度が遅れている） １ 2.2％

E（達成度、有効性が見られない） ０ 0.0％

（別表２）

地域の持続的発展のための基本目標（令和３年度）
項　　　目 目　標 R3状況

(1) 全体人口 5,732人 6,250人

(2) 人口の社会減 △80人 △78人
※Ｒ３年度末住基人口

行
政
報
告

行
政
報
告

村
瀨
町
長
か
ら
の

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

意
見
書
１
件
を
可
決

�

国
等
へ
提
出

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

物
価
高
に
お
け
る
農
畜
産

物
の
適
正
な
価
格
形
成
と

農
業
経
営
の
存
続
に
向
け

た
需
給
改
善
対
策
等
の
強

化
に
関
す
る
意
見
書

提
出
者�

浜
野　
隆
議
員

　
牛
乳
乳
製
品
の
需
要
減
退
に

よ
る
需
給
緩
和
が
深
刻
化
し
、

農
業
経
営
環
境
は
日
々
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。

　
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向

け
て
、
コ
ス
ト
高
に
係
る
農
畜

産
物
の
適
正
な
価
格
形
成
が
可

能
な
環
境
整
備
と
農
業
者
の
経

営
継
続
に
向
け
た
需
給
改
善
対

策
等
を
講
じ
る
こ
と
を
要
望
す

る
。提

出
先

　
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣

①

次のページは「議員の出欠」
「一般質問」『人工透析治療・中古住宅』
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（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退
議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13
議 員 名 松

田
浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

欠
番

渡
辺

小
田

旗
手

山
谷

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

11/29 第 4 回臨時会（条例改正・補正予算など） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12/6 第 4 回定例会（条例制定など） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12/8 第 4 回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12/9 第 4 回定例会（補正予算など） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日数計 ４日 出席日数計 4 4 4 4 0 4 4 4 4 4 4 4

（３）議員協議会・研修・その他 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：対象外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13
議 員 名 松

田
浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

欠
番

渡
辺

小
田

旗
手

山
谷

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

10/3 南十勝町村議会議員研修会 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○

10/17 第 11 回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

10/18 議会モニター会議（１班） ○ － ○ ○ × － － ○ － － ○ ○

10/26 広尾町議会議員等研修会 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○

11/7 第 12 回議員協議会 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○

11/21 議会報告会（豊似・１班） ○ － ○ ○ × － － ○ － － ○ ○

11/21 議会報告会（音調津・２班） － ○ － － － ○ × － ○ ○ ○ ○

11/24 第 13 回議員協議会 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11/24 議会報告会（コミセン・全議員） ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○

11/29 第 14 回議員協議会 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12/6 第 15 回議員協議会 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13
議 員 名 松

田
浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

欠
番

渡
辺

小
田

旗
手

山
谷

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

10/31
～

11/1
産業常任委員会行政視察（苫小牧市） ○ － － － ○ ○ × － ○ ○ － －

11/2 第 4 回総務常任委員会 － ○ ○ ○ － － － ○ － － ○ ○

11/4 議会広報編集会議 － － － ○ × ○ × ○ － － ○ －

11/10 第５回議会広報特別委員会 － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ 早

12/1 第 7 回議会運営委員会 － ○ ○ ○ － － ○ ○ － － ○ ○

12/9 議会広報編集会議 － － － ○ × ○ ○ ○ － － ○ －

○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外（２）委員会

※議長の委員会への出席
　堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんが、いずれの委員会にも随時出席し、発言することができるため、出席した委員会は「○」と表しています。

令和４年　第４回定例会　議案審議結果

議員の会議等出欠状況をお知らせします
（令和４年９月定例会終了後～令和４年12月定例会まで）

●第４回定例会では、賛否のあった議案はありませんでした。（全て全会一致）
※全会一致した議案の掲載は省略しています。
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一 般 質 問一 般 質 問
12月定例会では、４人の議員が一般質問を行いました。
※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

各議員の一般質問は録画中継にてご覧いただけます▶

広
尾
町
国
保
病
院
の

第
２
期
中
期
目
標
期

間
中
に
人
工
透
析
の
治
療
体
制

を
構
築
す
る
と
計
画
目
標
に
明

記
さ
れ
た
。
現
在
、
大
樹
町
や

帯
広
市
の
医
療
機
関
で
人
工
透

析
治
療
を
受
け
て
い
る
方
が
25

人
程
度
お
り
、
自
家
用
車
で
通

院
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、

タ
ク
シ
ー
に
切
り
替
え
た
方
も

い
る
。

　
遅
く
て
も
令
和
９
年
度
か
ら

の
供
用
開
始
と
な
る
が
、
通
院

治
療
さ
れ
て
い
る
方
は
、
１
年

で
も
、
１
日
で
も
早
い
、
施
設

整
備
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。
早

期
の
施
設
整
備
と
規
模
等
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

本
町
の
建
築
業
者
が

施
工
し
た
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
は
、
10
万
円
を

限
度
に
助
成
し
、
昨
年
度
ま
で

の
９
年
間
で
、
延
べ
助
成
件
数

は
４
０
７
件
、
総
工
事
費
は
、

６
億
５
８
７
０
万
５
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。
助
成
金
額
は

３
６
５
１
万
１
０
０
０
円
と
地

元
建
築
業
者
等
の
振
興
と
雇
用

の
創
出
が
図
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
新
築

住
宅
取
得
に
対
し
て
も
50
万
円

を
限
度
に
助
成
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
11
月
に
開
催
し
た
議
会
報
告

会
で
は
、
現
行
で
は
中
古
住
宅

を
購
入
し
た
場
合
は
助
成
対
象

に
な
ら
な
い
た
め
、
対
象
に
す

る
よ
う
要
望
が
あ
っ
た
。

　
中
古
住
宅
購
入
の
際
も
助
成

対
象
に
す
べ
き
で
は
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
改

修
す
る
か
増
築
す
る
か
、
建
設

場
所
等
も
今
の
と
こ
ろ
決
ま
っ

て
い
な
い
が
、
現
在
の
患
者
の

規
模
を
見
込
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
考
え
て
い
る
の
は
、
ベ
ッ
ド

７
床
、
月
水
金
と
火
木
土
の
２

部
体
制
。

　

透
析
治
療
体
制
の
整
備
は
、

専
門
医
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
人

材
確
保
や
関
係
町
村
・
関
係
機

関
と
の
協
議
な
ど
、
課
題
は
小

さ
く
な
い
。
日
常
的
に
通
院
さ

れ
て
い
る
方
が
、
身
近
な
と
こ

ろ
で
安
心
し
て
透
析
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
第
２
期
中
期

目
標
期
間
中
に
透
析
治
療
が
開

始
で
き
る
よ
う
、
国
保
病
院
が

具
体
的
な
中
期
計
画
を
策
定
す

る
の
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
構

築
を
し
て
い
き
た
い
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
町
内
の
住
宅
関
連
産
業
を
中

心
と
し
た
経
済
の
好
循
環
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

25
年
度
か
ら
住
宅
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
を
開
始
し
、

令
和
３
年
度
か
ら
は
新
築
の
住

宅
や
建
て
売
り
購
入
に
対
し
て

も
助
成
を
拡
充
し
た
。

　
中
古
住
宅
購
入
に
対
す
る
助

成
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
11
月
開
催
の
商
工
振
興
懇

談
会
に
お
い
て
、
工
業
部
会
よ

り
要
望
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
商
工
会
工
業
部
会
か
ら
の
要

望
、
町
内
経
済
の
循
環
や
空
き

家
対
策
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
を

考
慮
し
、
中
古
物
件
取
得
後
の

居
住
を
条
件
に
令
和
５
年
度
か

ら
補
助
対
象
の
追
加
を
検
討
し

て
い
る
。

前
まえざき

崎　茂�議員

治
療
開
始
に
向
け
、

�

計
画
を
策
定
す
る

令
和
５
年
度
か
ら

�

補
助
対
象
の
追
加
検
討

人
工
透
析
治
療
の

�

早
期
施
設
整
備
を
中
古
住
宅
購
入
に
も

�

助
成
す
べ
き
で
は

町
長

町
長

質
問

質
問

次のページは「一般質問」『重層的支援・キャンプ場・
ＩＴ技術進化・コロナワクチン後遺症』
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２
０
１
９
年
に
内
閣

府
が
行
っ
た
生
活
状

況
に
関
す
る
調
査
で
は
、
ひ
き

こ
も
り
の
方
の
出
現
率
が
１
・

45
％
と
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の

推
計
割
合
を
本
町
に
当
て
は
め

る
と
60
人
以
上
の
潜
在
的
な
ひ

き
こ
も
り
の
方
が
い
る
と
推
測

で
き
る
が
、
様
々
な
要
因
か
ら

実
態
把
握
が
難
し
い
現
状
も
認

識
し
て
い
る
。

　
状
況
を
改
善
す
る
に
は
支
援

や
相
談
の
窓
口
を
一
元
化
し
、

取
組
の
内
容
が
当
事
者
に
広
く

伝
わ
る
よ
う
粘
り
強
い
継
続
的

な
広
報
活
動
と
社
会
参
加
に
向

け
、
現
場
の
実
状
を
汲

ん
だ
体
制
の
強
化
が
必

要
だ
が
、
そ
の
考
え
は
。

来
年
度
の
当
初
予
算

に
盛
り
込
む
に
は
時

期
的
に
方
向
性
が
決
ま
っ
て
い

な
い
と
間
に
合
わ
な
い
と
思
う

が
、
役
場
内
で
の
合
意
形
成
に

向
け
た
議
論
の
内
容
や
今
後
の

見
通
し
、
ま
た
再
開
に
向
け
て

明
確
に
な
っ
た
課
題
に
的
を
絞
っ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー

ト
を
複
数
回
実
施
し
町
民
か
ら

多
様
な
意
見
を
集
め
て
、
議
論

の
参
考
に
す
る
こ
と
も
必
要
だ

と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
10
月
20
日
に
行
わ
れ
た
シ
ー

サ
イ
ド
パ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
場
に

つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

出
さ
れ
た
町
民
か
ら
の
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
く
の
か
を
教
育
長
に
伺

う
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
今
年
度
か
ら
「
重※

層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
」
を
開
始
し
た

こ
と
を
契
機
に
、
支
援
機
関
の

協
働
と
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る

相
談
支
援
を
基
盤
と
す
る
「
新

た
な
ひ
き
こ
も
り
支
援
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
相
談
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
や

自
ら
の
役
割
を
感
じ
ら
れ
る
機

会
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
や

そ
の
家
族
を
受
け
止
め
る
地
域

社
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
７
月
と
10
月
に
会
議
や
町
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催

し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
や
キ
ャ
ン
プ

に
対
す
る
町
民
の
意
識
を
探
っ

た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、

関
係
す
る
４
課
（
社
会
教
育
課
・

企
画
課
・
水
産
商
工
観
光
課
・

農
林
課
）
で
の
検
討
会
を
行
い
、

計
画
の
柱
と
な
る
骨
子
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
た
。
現
在
、
社

会
教
育
課
が
中
心
と
な
り
調
整

を
行
っ
て
い
る
が
、
現
時
点
で

の
骨
子
案
は
キ
ャ
ン
プ
場
の
存

続
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
再

開
に
向
け
て
、
民
間
活
力
を
活

用
し
な
が
ら
魅
力
向
上
を
図
っ

て
い
く
と
い
う
内
容
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
に
あ
た
っ

て
は
、
多
額
の
改
修
費
が
か
か

る
な
ど
多
く
の
課
題
も
あ
る
が
、

ア
ウ
ト
ド
ア
資
源
と
し
て
の
魅

力
を
高
め
、
地
方
創
生
の
起
爆

剤
と
し
て
有
効
活
用
し
て
い
く

た
め
、
教
育
委
員
会
と
も
連
携

し
進
め
て
い
き
た
い
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
を
ど
う
い
う
形

態
に
す
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ

は
、
検
討
中
。
構
想
が
ま
と
ま

り
次
第
、
町
民
の
皆
様
に
周
知

す
る
。

答
弁
菅
原
教
育
長

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は「
キ
ャ

ン
プ
場
を
再
整
備
し
て
ほ
し
い
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。ま
た
、キ
ャ

ン
プ
場
整
備
に
あ
た
っ
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
多
く
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
た
意

見
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
が

決
定
し
た
場
合
、
再
整
備
に
反

映
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

松
ま つ だ

田健司�議員

相
談
の

�

支
援
体
制
を
充
実

再
開
を
検
討
中

ひ
き
こ
も
り

�

相
談
窓
口
の
一
元
化
を
ど
う
す
る
！

�

町
営
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開

町
長

町
長

質
問

質
問

※重層的支援体制整備
事業
複雑化・複合化した支
援ニーズに対応する包
括的な支援体制を構築
し、属性（高齢・障害・
子ども・生活困窮など）
を問わない相談支援、
参加支援、地域づくり
に向けた支援を一体的
に実施すること。

キャンプ場再整備に向け検討中キャンプ場再整備に向け検討中
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道
内
で
認
知
症
高
齢

者
の
見
守
り
や
捜
索

に
つ
な
が
る
機
器
を
導
入
・
貸

与
し
て
い
る
自
治
体
は
44
市
町

村
に
な
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
現

在
位
置
の
確
認
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

の
利
用
で
身
元
の
特
定
を
容
易

と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
上
士
幌
町
で
は
モ
バ

イ
ル
商
品
券
、
幕
別
町
で
は
電

子
通
貨
を
導
入
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
今
ま
で
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
と
し
て
住
民
が
使
用
し

て
い
た
も
の
を
、
ス
マ
ホ
を
利

用
し
て
決
済
す
る
も
の
で
あ
る
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
経
費

の
削
減
、
商
工
会
や
町
と
業
者

間
の
事
務
手
続
き
も
省
力
化
と

な
る
。

　
町
と
し
て
も
、
他
町
村
に
遅

れ
る
こ
と
の
な
い
対
応
が
迫
ら

れ
て
い
く
と
思
う
が
。

接
種
後
の
副
反
応
に

よ
る
死
亡
に
つ
い
て

国
は
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
な

い
と
の
一
点
張
り
だ
が
、
既
に

２
０
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
。

　
こ
の
た
め
、
い
く
つ
か
の
自

治
体
の
首
長
は
住
民
に
対
し
て
、

接
種
に
つ
い
て
よ
り
慎
重
な
判

断
を
求
め
て
い
る
。

　
大
阪
府
の
泉
大
津
市
の
南
出

市
長
は
、
個
人
的
な
意
見
と
し

て
、
ワ
ク
チ
ン
の
必
要
性
や
合

理
性
に
明
確
に
否
定
的
な
考
え

を
表
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
に
対
し
12
人
の
遺

族
に
よ
る
集
団
訴
訟
も
起
き
て

い
る
。

　
行
政
側
の
対
応
と
し
て
、
新

し
い
段
階
に
来
て
い
る
と
思
う

が
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
昨
年
度
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

回
線
網
の
未
整
備
地
区
に
お
け

る
整
備
が
完
了
し
、
町
内
全
域

に
お
い
て
、
高
速
通
信
網
が
利

用
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
。

　
今
年
度
は
、
母
子
健
康
ア
プ

リ
サ
ー
ビ
ス
、
窓
口
申
請
支
援

シ
ス
テ
ム
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
構
築
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
町
民
の
利
便
性
向
上
に
向
け

て
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
先
端

技
術
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。

　
令
和
３
年
に
は
、
政
策
提
言

や
事
務
の
効
率
化
を
図
る
目
的

で
、
職
員
提
案
制
度
を
設
け
た
。

職
員
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し

な
が
ら
、職
場
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
先
端
技
術
の
導
入
・

推
進
に
当
た
っ
て
は
、
外
部
の

専
門
人
材
の
活
用
や
各
産
業
分

野
の
理
解
、
協
力
が
必
要
で
あ

る
。
先
進
的
な
自
治
体
の
取
組

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
各
分
野

の
課
題
に
つ
い
て
先
端
技
術
を

活
用
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に

解
決
し
て
い
く
か
、
町
民
の
目

線
に
立
ち
分
野
を
横
断
し
て
考

え
て
い
く
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
つ
い
て
は
、
国
の
指
示
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
予
防
接
種

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
判
断
に
つ

い
て
は
、
各
個
人
が
判
断
を
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
判
断
材

料
に
つ
い
て
は
、
希
望
さ
れ
る

方
へ
国
か
ら
の
考
え
方
等
を
示

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
だ

け
で
は
不
安
だ
と
い
う
方
に
つ

い
て
は
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど

そ
う
い
っ
た
専
門
の
方
に
相
談

し
、
判
断
を
仰
ぐ
よ
う
お
伝
え

し
て
い
る
。

　
乳
幼
児
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
は
、
本
町
で
は
12
月
２

日
か
ら
接
種
を
開
始
し
て
い
る

が
、
希
望
が
あ
っ
た
方
に
対
し

接
種
券
を
発
送
し
て
い
る
た
め
、

一
律
に
皆
さ
ん
に
接
種
券
を
発

送
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

小
お だ

田雅二�議員

利
便
性
向
上
の
た
め
導
入
を
進
め
る

か
か
り
つ
け
医
に

�

相
談
判
断
を
仰
ぐ
よ
う
に

Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
化
に
伴
う
対
応
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
副
反
応
の
対
応
は

町
長

町
長

質
問

質
問

次のページは「一般質問」
『コロナ支援体制』「議会モニター会議」

開発中のWeb版防災ハザードマップ（４月に公開を予定）開発中のWeb版防災ハザードマップ（４月に公開を予定）
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５
歳
以
上
12
歳
未
満

の
接
種
対
象
者
の
う

ち
、
２
回
目
、
３
回
目
の
接
種

率
が
低
い
が
、
小
さ
い
子
ど
も

を
持
つ
親
御
さ
ん
は
、
副
反
応

を
心
配
し
て
い
る
の
で
は
。
副

反
応
の
実
態
は
。

　
北
海
道
で
は
医
療
機
関
の
受

診
の
集
中
を
緩
和
す
る
と
し
て
、

全
数
把
握
を
中
止
し
、
65
歳
未

満
の
症
状
の
あ
る
人
は
、
北
海

道
陽
性
者
登
録
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
し
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
が
送

付
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
る
が
、

ど
の
程
度
か
か
る
の
か
。
ス
マ

ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
な

い
方
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
丁

寧
な
説
明
が
必
要
で
は
。

　
感
染
拡
大
で
飲
食
店
等
の
集

客
が
減
少
し
、
現
状
で
は
、
国

の
給
付
金
も
な
い
中
で
、
営
業

が
大
変
と
聞
い
て
い
る
。

　
売
上
げ
減
少
に
係
る
今
後
の

支
援
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
小
児
用
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率

は
、
11
月
末
時
点
で
２
回
目
の

接
種
完
了
者
が
全
国
の
19
・
１
％

に
対
し
、
広
尾
町
は
28
％
で
あ

り
全
国
と
比
較
し
た
場
合
、
広

尾
町
の
接
種
率
は
低
く
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　
副
反
応
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

接
種
を
担
当
し
た
医
療
機
関
に

聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
今

ま
で
に
接
種
後
の
副
反
応
と
思

わ
れ
る
相
談
は
な
く
、
軽
微
な

副
反
応
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い

て
も
、
ご
家
庭
で
経
過
を
見
る

な
ど
の
対
応
が
で
き
て
い
る
と

の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
２
点
目
の
北
海
道
の
検
査
キ
ッ

ト
に
よ
る
自
己
検
査
の
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
か

ら
自
宅
に
届
く
ま
で
、
２
、
３

日
か
か
る
と
聞
い
て
い
る
。
自

費
で
購
入
さ
れ
る
方
は
、
町
内

の
薬
局
に
お
い
て
医
療
用
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
の
一
般
用
販
売
が

開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
案
内

し
て
い
る
。
陽
性
者
の
登
録
や

療
養
支
援
に
つ
い
て
は
、
北
海

道
の
取
り
扱
い
と
な
る
が
、
主

体
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
か
ら
情
報
を
得
ら
れ
な

い
方
へ
の
対
応
と
し
て
、
複
数

回
、
町
広
報
誌
へ
の
掲
載
や
折

込
チ
ラ
シ
を
通
じ
て
周
知
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
は
本
町
の
地
域
経
済
に
与
え

る
影
響
も
多
大
な
も
の
が
あ
り
、

雇
用
の
維
持
や
事
業
の
継
続
の

た
め
、
各
産
業
団
体
な
ど
と
協

議
の
う
え
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
た
各
種
の
緊
急

経
済
対
策
を
特
に
飲
食
業
を
中

心
に
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
も
関
係
団
体
と
協

議
の
う
え
、
各
方
面
の
情
報
収

集
に
努
め
、
効
果
的
な
支
援
が

図
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

旗
は た て

手恵子�議員

関
係
団
体
と
協
議　
効
果
的
支
援
を
検
討

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
の
飲
食
店
等
の
支
援
を

町
長

質
問

ＨＰや町広報誌などで情報を周知しているＨＰや町広報誌などで情報を周知している

一般質問とは…
議員が定例議会で町長など
に執行機関の考え方につい
て、報告や説明を求めたり、
疑問をただすことです。
広尾町議会では１回目が一括
質問方式、２回目以降は一問
一答方式となっています。

議会モニター募集
平成27年度から議会改革の一環として議会・議員の活動や議会運営などについて
ご意見をいただく「議会モニター」制度を導入しています。
◇対　　象：議会運営や町政に関心のある満18歳以上の町民
◇募集人員：12人
◇任　　期：令和５年６月から２年間
◇内　　容：本会議を傍聴し議会運営に関することや議会だよりなどについての
　　　　　　ご意見・ご提言を「議会モニター会議」で議員と意見交換をします。

お問い合わせ
議会事務局

（☎２－0180）
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次のページは

「臨時会」

　
議
会
モ
ニ
タ
ー
７
人
、
議
員

６
人
が
出
席
し
て
、
議
会
の
傍

聴
の
感
想
や
議
会
運
営
・
議
員

活
動
に
つ
い
て
要
望
や
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。

※
意
見
は
抜
粋
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

岩田
10
月
の
議
員
研
修
会
に
参

加
し
て
、
講
師
の
方
が
議

会
は
相
当
重
要
な
位
置
付
け
と

話
し
て
い
た
。
人
口
減
の
対
策

な
ど
議
会
独
自
で
構
想
を
出
し

て
、
町
を
改
革
し
て
ほ
し
い
。

議会
人
口
減
は
大
変
な
こ
と
。

十
勝
管
内
で
も
、
人
口
が

増
え
て
い
る
町
村
が
あ
る
。我
々

議
員
も
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
人
口
問
題
の
意
見
や
考

え
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

鈴木
広
尾
高
校
へ
入
学
を
希
望

す
る
お
子
さ
ん
が
少
な
い
。

今
、
小
中
学
校
に
通
っ
て
い
る

お
子
さ
ん
・
保
護
者
へ
広
尾
高

校
の
卒
業
生
の
進
路
や
職
業
な

ど
を
も
っ
と
具
体
的
に
伝
え
て

は
。

で
き
る
と
い
う
Ｐ
Ｒ
を
高
校
と

協
力
し
て
行
っ
て
は
。

議会
移
住
や
人
口
減
、
高
校
の

存
続
は
非
常
に
難
し
い
問

題
。
企
業
と
し
て
の
人
材
確
保

も
大
変
に
な
っ
て
い
る
。
官
民

一
体
で
情
報
共
有
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

菊地
私
自
身
も
移
住
者
で
あ
り
、

雇
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
も

移
住
者
。
子
育
て
は
し
づ
ら
い
。

こ
れ
か
ら
子
ど
も
が
生
ま
れ
る

世
帯
、
子
育
て
世
帯
が
住
み
や

す
い
町
に
な
ら
な
い
と
移
住
者

は
来
な
い
と
思
う
。
実
際
に
移

住
し
て
き
た
方
が
抱
え
て
い
る

意
見
を
聞
く
機
会
を
作
っ
て
は
。

上野
議
会
報
告
会
の
や
り
方
を

見
直
し
て
は
ど
う
か
。
冒

頭
の
議
員
か
ら
の
説
明
が
長
い

の
で
、
簡
素
化
し
て
は
。
貴
重

な
時
間
な
の
だ
か
ら
、
町
民
と

の
意
見
交
換
の
時
間
に
長
く
使
っ

て
ほ
し
い
。

議会
次
回
、
そ
う
い
っ
た
方
向

に
な
る
か
と
思
う
。

鈴木
広
尾
町
で
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
始
め
な
い
の
か
。
ほ
か

議会
子
育
て
支
援
、
高
校
生
へ

の
支
援
な
ど
、
い
ろ
ん
な

施
策
を
行
っ
て
い
る
。
交
流
人

口
か
ら
始
ま
り
、
移
住
・
定
住

に
繋
が
っ
て
ほ
し
い
。
今
後
も
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
町
に
要
望
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

大庭
移
住
体
験
住
宅
の
利
用
者

は
た
く
さ
ん
い
る
の
に
、

な
ぜ
移
住
し
な
い
の
か
。
１
か

月
滞
在
し
て
い
る
利
用
者
も
い

る
。
来
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た

ね
、
で
は
こ
の
先
困
る
の
で
は

な
い
か
。
利
用
者
に
「
な
ぜ
移

住
し
な
い
の
か
」
聞
か
な
い
と
、

次
に
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。

上野
移
住
し
て
く
る
人
は
、
小

さ
い
子
ど
も
が
い
る
人
も

多
い
。
仕
事
が
あ
っ
て
、
子
ど

も
を
育
て
や
す
い
、
住
み
や
す

い
環
境
を
親
は
希
望
し
て
い
る
。

小柳
高
校
を
選
ぶ
の
に
、
今
の

中
学
生
や
保
護
者
は
部
活

動
や
青
春
の
充
実
度
、
子
ど
も

の
生
き
が
い
を
重
要
視
し
て
い

る
印
象
。
広
尾
高
校
に
行
く
と

楽
し
い
・
こ
う
い
っ
た
経
験
が

の
自
治
体
で
や
っ
て
い
て
、
広

尾
町
で
進
ま
な
い
の
は
歯
が
ゆ

い
。
議
員
か
ら
の
働
き
掛
け
で

ど
う
に
か
な
ら
な
い
の
か
。
先

進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

と
い
う
の
が
、
若
い
人
が
広
尾

町
に
残
っ
た
り
、
戻
っ
て
き
た

り
す
る
指
針
に
な
る
と
思
う
。

議会
ア
プ
リ
の
開
発
等
い
ろ
ん

な
自
治
体
で
や
っ
て
い
る
。

広
げ
過
ぎ
る
と
情
報
漏
え
い
な

ど
危
険
性
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
と

思
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
目
立
っ

た
例
は
な
い
。
や
れ
ば
良
い
と

思
う
こ
と
は
あ
る
の
で
、
今
後

も
一
般
質
問
し
て
い
き
た
い
。

議会
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、

事
業
に
取
り
組
む
の
で
あ

れ
ば
、
企
業
に
業
務
委
託
す
る

の
が
早
い
と
思
う
。

鈴木
菊
地
さ
ん
が
や
っ
て
い
る

ピ
ロ
ロ
フ
ェ
ス
、
す
ご
い

取
り
組
み
だ
と
思
う
。
も
っ
と

町
民
が
協
力
し
て
も
良
い
と
思

う
。

議会
民
間
出
発
の
イ
ベ
ン
ト
が

広
尾
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
な

る
と
素
晴
ら
し
い
。
成
功
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
動
い
て
い
き

た
い
。

町民の声を
　議会運営に反映

 1
30　

～議会モニター会議～
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令
和
４
年

第
４
回

臨
時
会
11
29

　
令
和
４
年
第
４
回
臨
時
会
が

11
月
29
日
に
開
か
れ
、
専
決
処

分
の
承
認
、
条
例
改
正
、
補
正

予
算
な
ど
議
案
16
件
を
審
議
。

原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
支
援
策

　
物
価
・
賃
金
・
生
活
総
合
対

策
と
し
て
、
電
気
・
ガ
ス
・
食

料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負

担
増
を
踏
ま
え
、
次
の
臨
時
措

置
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
等
給
付
金

�

１
９
２
万
円

　
令
和
４
年
度
の
福
祉
灯
油
助

成
事
業
の
支
給
対
象
の
う
ち
、

令
和
４
年
度
住
民
税
非
課
税
の

高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯

及
び
生
活
保
護
世
帯
に
対
し
て
、

１
世
帯
あ
た
り
１
万
２
０
０
０

円
を
支
給
し
ま
す
。

水
道
基
本
料
金
減
免

�

１
６
４
０
万
円

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

町
民
世
帯
及
び
町
内
事
業
所
の

令
和
４
年
11
月
分
か
ら
令
和
５

年
２
月
分
ま
で
の
水
道
基
本
料

金
を
減
免
し
ま
す
。

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援

�

５
５
０
０
万
円

　
低
所
得
の
高
齢
者
及
び
障
が

い
者
世
帯
等
に
対
し
て
１
世
帯

あ
た
り
５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

議
員
・
特
別
職
・

職
員
の
給
与
を
改
定

　
人
事
院
勧
告
及
び
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、

議
員
及
び
特
別
職
の
期
末
手
当

支
給
率
を
０・１
か
月
分
、
職

員
（
再
任
用
含
む
）
の
期
末
勤

勉
手
当
を
０・１
か
月
分
、
初

任
給
及
び
若
年
層
の
職
員
の
給

与
月
額
を
平
均
０・３
％
引
き

上
げ
ま
し
た
。

原
材
料
等
価
格
高
騰
緊
急

支
援
金

�

４
８
０
９
万
円

　
原
材
料
や
原
油
価
格
の
高
騰

で
経
営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
事

業
者
に
支
援
を
行
い
、
事
業
の

継
続
と
雇
用
の
確
保
を
図
り
ま

す
。

①
農
業
生
産
資
材
等
高
騰
対
策

支
援
事
業

②
原
材
料
等
価
格
高
騰
対
策
林
業

事
業
体
緊
急
支
援
金
支
給
事
業

③
原
材
料
等
価
格
高
騰
対
策
漁

業
緊
急
支
援
金
支
給
事
業

④
原
材
料
等
価
格
高
騰
対
策
中

小
企
業
緊
急
支
援
金
支
給
事
業

⑤
原
油
価
格
高
騰
対
策
運
送
事

業
者
緊
急
支
援
金
支
給
事
業

問

農
業
生
産
資
材
等
高
騰
対

策
支
援
事
業
で
町
の
補
助

額
の
上
限
が
３
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
積
算
根
拠
は
。

答

全
体
を
積
み
上
げ
た
農
協

の
６
０
０
０
万
円
と
い
う

事
業
費
の
中
で
、
町
と
し
て
２

分
の
１
の
補
助
金
を
支
出
す
る
。

酪
農
は
１
頭
あ
た
り
２
８
０
０

円
、
生
産
資
材
に
つ
い
て
は
生

産
者
ご
と
に
農
協
が
積
算
し
た

も
の
。

基本料金を減免基本料金を減免

一般会計 ⑧⑨� 82億4365万円 9734万円 増

簡易水道事業特別会計 ③④� １億3807万円 （１万円未満の増）

下水道事業特別会計 ④� ３億6318万円 ６万円 増

国保事業勘定特別会計 ④� ９億5942万円 56万円 増

介護保険特別会計 ④� ７億1965万円 46万円 増

介護サービス事業特別会計 ④� ２億6440万円 384万円 減

水道事業会計 ③④

　　収益的収入� １億5765万円

　　収益的支出� １億6621万円

24万円

32万円

増

増

令和４年度　補正予算の内訳

※会計名の後の丸数字は補正回数� （１万円未満切り捨て）

期末勤勉手当の支給率
改正前 改正後

議 　 員 4.20月 4.30月
特 別 職 4.30月 4.40月
職 　 員 4.30月 4.40月
再 任 用 職 員 2.25月 2.35月
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令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
30
日
に
開
か
れ
、

補
正
予
算
２
件
を
審
議
。
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可

決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

�

３
０
０
万
円

　

妊
婦
・
子
育
て
家
庭
に
対
す

る
相
談
支
援
と
経
済
的
支
援
を

一
体
と
し
て
実
施
し
、
経
済
的

支
援
と
し
て
、
出
産
・
子
育
て

応
援
給
付
金
（
妊
娠
届
出
時
５

万
円
と
出
産
届
出
時
５
万
円
の

計
10
万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

問

途
中
で
他
市
町
村
へ
転
出

し
た
場
合
の
取
扱
い
は
。

答

妊
娠
し
た
際
、
広
尾
町
に

住
ん
で
い
た
場
合
は
５
万

円
の
支
給
、
出
産
前
に
他
町
村

へ
転
出
し
た
場
合
は
、
転
出
先

で
５
万
円
の
支
給
と
な
る
。

シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
・
ア
ウ
ト

ド
ア
施
設
整
備
基
本
構
想
・
基

本
計
画
策
定�

１
０
０
万
円

問

運
営
は
外
部
委
託
と
な
る

の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
構
想
や
町
民
へ
の
還
元
が
あ

る
か
も
業
者
に
委
託
す
る
の
か
。

答

外
部
委
託
と
な
る
が
、
今

ま
で
の
経
緯
を
含
め
、
委

託
先
か
ら
出
さ
れ
た
基
本
計
画
・

基
本
施
策
は
庁
内
で
検
討
し
、

実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。

行�

政�

報�

告

国
保
病
院
の
集
団
感
染

　
国
保
病
院
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
集
団
感
染
が
発
生
し
、

令
和
４
年
12
月
11
日
か
ら
入
院

受
入
と
夜
間
・
休
日
の
救
急
患

者
受
入
れ
を
停
止
、
12
月
14
日

か
ら
21
日
ま
で
は
外
来
診
療
も

休
診
し
た
。

普
通
交
付
税
の
追
加
交
付

　
令
和
４
年
度
の
普
通
交
付
税

の
追
加
交
付
額
は
、
６
０
７
８

万
７
０
０
０
円
で
、
総
額
34
億

７
２
１
５
万
９
０
０
０
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
べ
１
５
９
５

万
２
０
０
０
円
の
増
と
な
っ
た
。

行�

政�

報�

告

町
税
の
徴
収
誤
り

　
11
月
分
の
住
民
税
、
固
定
資

資
産
、
国
保
税
の
「
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
」
振
替
分
を
誤
っ
て
引
き

落
と
し
た
も
の
。
原
因
は
令
和

３
年
度
の
情
報
を
利
用
し
た
こ

と
で
、
該
当
者
は
44
人
１
９
８

万
８
０
０
０
円
。

投
票
区
の
変
更

　
投
票
区
域
を
統
合
し
、
９
か

所
か
ら
７
か
所
へ
変
更
す
る
。

　
第
３
投
票
区
（
漁
村
環
境
改

善
総
合
セ
ン
タ
ー
）
は
第
１
投

票
区
（
商
工
会
）
と
第
２
投
票

区
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
の

い
ず
れ
か
に
、第
８
投
票
区（
紋

別
研
修
セ
ン
タ
ー
）
は
第
７
投

票
区（
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

と
統
合
す
る
。

　
次
回
の
選
挙
か
ら
変
更
後
の

投
票
所
で
の
投
票
と
な
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

�

接
種
状
況

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
状
況
は
下
記
の

と
お
り
。

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

対
応
ワ
ク
チ
ン
は
、

９
月
28
日
か
ら
接

種
を
開
始
し
、
２

回
目
終
了
者
で
３

回
目
以
降
に
接
種

を
し
た
人
数
は
１

６
５
３
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

新型コロナワクチン接種状況（11月25日現在）
区　分 対象者

（人）
接種終了

回数
接種者

（人）
接種率

（％）

12 歳 以 上 5,834
２回 5,424 93.0　
３回 4,849 83.1　
４回 3,508 60.1　

５ 歳 以 上
12 歳 未 満 268 ２回 75 28.0　

３回 43 16.0　
 ※接種対象者は10月末現在

１
30

医
療
費
助
成
の
拡
大
を

　

決
議
１
件
を
可
決

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

　
　

乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費

　
　

助
成
事
業
の
拡
大
に
関
す
る
決
議

 

提
出
者 

山
谷
照
夫
議
員

　

�　
平
成
27
年
度
か
ら
独
自
事
業
と
し
て

中
学
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
医
療

費
の
全
額
助
成
制
度
を
、
高
校
生
ま
で

拡
大
す
る
と
の
方
針
は
、
子
育
て
支
援

の
ほ
か
、
広
尾
高
等
学
校
の
生
徒
数
確

保
に
向
け
た
支
援
策
の
一
環
と
し
て
資

す
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
取
組
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
望
む
。

次のページは
「議会報告会」

一般会計 ⑪� 83億1055万円 8108万円 増

簡易水道事業特別会計 ⑥� 1億3981万円 48万円 増

令和４年度　補正予算の内訳

※会計名の後の丸数字は補正回数� （１万円未満切り捨て）

令
和
５
年

第
１
回
臨
時
会

決　議
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会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の

 

ご
感
想

○
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
ゆ
っ
く
り
、

丁
寧
に
説
明
し
て
頂
き
わ
か
り

や
す
か
っ
た
。

○
具
体
的
な
問
題
に
対
し
て
の

意
見
が
色
々
出
て
良
く
わ
か
っ

た
。

○
帯
広
～
広
尾
道
を
早
く
開
通

し
て
ほ
し
い
。
議
員
さ
ん
一
つ

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
議
会
報
告
会
前
に
広
く
告
知

し
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
と
良
い
。

当
日
会
場
で
出
さ
れ
た

 

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

○
参
加
者　
　
　
●
議
会

【
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
】

○
議
員
の
な
り
手
不
足
は
、
や

り
た
く
て
立
候
補
し
て
も
選
ば

れ
な
い
。
知
り
合
い
、
親
戚
の

多
い
人
が
優
位
だ
。
地
区
か
ら

何
人
と
か
、
議
員
の
講
習
会
を

開
き
育
成
す
る
な
ど
改
革
を
し

た
ら
ど
う
か
。
議
員
報
酬
を
ど

う
思
っ
て
い
る
の
か
。

●
報
酬
が
少
な
い
か
ら
頑
張
ら

な
い
、
多
い
か
ら
頑
張
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
置
か
れ
た

立
場
で
常
に
全
力
で
や
っ
て
い

る
。

●
兼
業
な
ど
を
し
て
い
る
人
は
、

落
選
し
て
も
会
社
が
面
倒
を
見

る
な
ど
あ
れ
ば
良
い
が
。

○
議
員
報
酬
を
削
減
し
た
い
き

さ
つ
は
。

●
平
成
16
年
、
危
機
的
な
財
政

状
況
を
乗
り
切
る
た
め
、
行
政

改
革
の
施
策
と
し
て
、
職
員
給

与
・
理
事
者
の
報
酬
を
削
減
し

た
。
理
事
者
の
報
酬
の
削
減
率

を
勘
案
し
、
議
員
の
提
案
で
報

酬
を
削
減
し
た
。

○
な
り
手
不
足
の
解
消
と
し
て
、

報
酬
の
引
き
上
げ
を
し
て
い
る

町
も
あ
る
が
、
広
尾
町
は
ど
う

し
た
い
の
か
。

●
な
り
手
不
足
の
解
消
と
報
酬

に
つ
い
て
は
、非
常
に
デ
リ
ケ
ー

ト
な
問
題
で
あ
り
、
多
く
の
意

見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
結

論
を
出
し
た
い
。

11月21日・音調津会場：担当２班11月21日・音調津会場：担当２班

　議会・議員活動や議会での審議内容を町民の皆さんへお知らせす
る「議会報告会」を11月21日、24日の２日間、町内３会場で開催し、
33人に参加いただきました。
　今年は、主に「議員定数・報酬」及び「第６次まちづくり計画」
をテーマに懇談を行いました。
　参加いただいた皆さんから、会場やアンケートでお寄せいただい
た内容をご紹介します。
（紙面の都合上、全ての内容を掲載することができないことをご了
承願います。）

●議会報告会参加者数の推移
平成30年 令和元年 令和４年

参加者数 74人 48人 33人

よ
り
開
か
れ
た

�

議
会
に

�
～
議
会
報
告
会
を
開
催
～
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【
第
６
次
ま
ち
づ
く
り
計
画
】

○
防
災
公
園
の
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

●
防
災
公
園
は
、
全
体
で
約
３

万
６
０
０
０
㎡
。
令
和
４
年
度

に
基
本
設
計
、
令
和
５
年
度
に

実
施
計
画
、
令
和
６
、
７
年

度
に
工
事
を
実
施
し
、
令
和
８

年
度
に
一
部
供
用
開
始
を
予
定

し
て
い
る
。
事
業
費
は
５
億
円

弱
に
な
っ
て
い
る
。
駐
車
場
１

０
０
台
、
室
内
遊
技
場
、
ト
イ

レ
、
キ
ッ
ク
バ
イ
ク
、
バ
ス
ケ

コ
ー
ト
、
水
遊
び
場
、
散
策
路
、

防
災
倉
庫
を
計
画
し
て
い
る
。

○
４
億
９
０
０
０
万
円
の
予
算

の
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
防
災
を
兼
ね
た
施
設
な
の
で
、

国
庫
補
助
金
が
約
２
億
円
、
過

疎
対
策
事
業
債
で
約
２
億
７
０

０
０
万
円
借
り
、
町
か
ら
の
手

出
し
が
少
な
く
な
る
よ
う
計
画
。

●
建
設
と
維
持
管
理
は
、
議
会

と
し
て
も
し
っ
か
り
議
論
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
防
災
公
園
の
中
に
観
光
交
流

施
設
建
設
の
計
画
が
あ
る
が
、

道
の
駅
は
ど
う
す
る
の
か
。

●
観
光
交
流
施
設
で
の
、
物
産

題
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き

議
会
で
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

○
移
動
図
書
館
が
来
て
い
る
が
、

利
用
者
が
見
当
た
ら
な
い
。
無

駄
な
こ
と
か
と
思
う
が
。

●
本
離
れ
が
あ
る
こ
と
は
、
悲

し
い
現
象
で
あ
る
。
人
を
引
き

付
け
る
よ
う
な
働
き
か
け
が
必

要
で
、
模
索
し
な
が
ら
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
事
。
図
書
館
に

も
伝
え
て
い
く
。

○
議
会
報
告
会
に
こ
れ
だ
け
の

参
加
者
し
か
来
な
い
こ
と
を
ど

う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

●
議
会
報
告
会
の
参
加
者
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
内
容
の
マ

ン
ネ
リ
化
も
感
じ
て
い
る
。様
々

な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
や
っ
て

い
き
た
い
。

○
十
勝
港
に
津
波
が
来
た
ら
ど

う
す
る
の
か
。

●
岸
壁
を
上
げ
る
こ
と
や
防
潮

壁
は
、
船
が
つ
け
ら
れ
な
く
な

り
港
の
機
能
が
無
く
な
る
た
め

で
き
な
い
。
科
学
的
な
検
証
が

必
要
か
と
思
う
。

販
売
や
広
尾
町
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る

計
画
を
し
て
い
る
よ
う
で
、
特

に
町
外
か
ら
の
集
客
を
目
的
と

し
て
い
る
よ
う
だ
。
現
時
点
で

詳
細
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

【
そ
の
他
】

○
合
同
墓
の
こ
と
を
２
年
前
に

要
望
し
た
。
今
後
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
悩
ん
で
い
る
。
広
尾

町
に
も
設
置
を
し
て
も
ら
い
た

い
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

●
他
の
町
民
か
ら
も
永
代
供
養

や
納
骨
に
は
多
額
の
費
用
が
掛

か
る
と
聞
い
て
お
り
、
以
前
議

会
で
取
り
上
げ
、
一
般
質
問
し

た
。
子
ど
も
達
が
広
尾
か
ら
離

れ
て
い
く
家
庭
で
は
切
実
な
問

○
町
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
住

宅
新
築
に
補
助
金
を
出
し
て
い

る
が
、
中
古
住
宅
の
取
得
に
か

か
る
購
入
費
用
に
対
し
て
の
助

成
が
な
い
。

●
空
き
家
の
需
要
は
あ
り
、
中

古
住
宅
を
購
入
し
た
い
と
い
う

話
を
耳
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。

我
々
が
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、

ど
う
い
っ
た
補
助
が
可
能
な
の

か
考
え
て
い
き
た
い
。

○
起
業
し
た
い
知
人
が
役
場
に

聞
き
に
行
っ
た
ら
、
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
難
し
い
。
お
金
を
使
わ

せ
て
く
れ
な
い
。
移
住
し
て
い

な
け
れ
ば
ダ
メ
な
ど
、
事
業
を

起
こ
し
た
い
人
に
は
疑
問
だ
。

●
起
業
家
支
援
は
、
借
り
る
人

が
し
っ
か
り
と
計
画
を
立
て
、

３
年
間
は
営
業
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
銀
行
の
融
資
シ
ス
テ

ム
と
同
じ
で
、
確
実
な
事
業
計

画
が
な
い
と
支
援
で
き
な
い
。

○
避
難
所
を
新
た
に
設
置
し
て

も
ら
っ
た
が
、
特
に
冬
期
間
の

暖
房
に
関
し
て
不
安
に
感
じ
て

い
る
。

●
役
場
の
担
当
課
に
確
認
す
る
。

○
高
規
格
道
路
は
い
つ
で
き
る

の
か
。

●
国
の
事
業
で
あ
り
、
十
勝
を

上
げ
て
お
願
い
を
し
て
き
た
。

私
的
な
予
測
だ
が
、
10
年
は
か

か
る
の
で
は
。
国
会
議
員
、
町

長
、
オ
ー
ル
十
勝
で
陳
情
に
行

く
こ
と
が
必
要
と
思
う
。

○
町
内
の
臭
気
の
問
題
だ
が
、
役

場
に
話
を
し
て
み
た
が
、
法
的
に

は
問
題
な
い
と
の
回
答
だ
っ
た
が
、

地
域
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

●
町
部
局
を
含
め
、
議
会
と
し

て
も
委
員
会
等
で
調
査
・
研
究

を
し
た
い
。

11月21日・豊似会場：担当１班11月21日・豊似会場：担当１班

11月24日・コミセン会場：全議員11月24日・コミセン会場：全議員
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産業常任委員会
調査地：苫小牧市
出席委員：委員長　小田雅二　副委員長　旗手恵子
　　　　　松田健司・北藤利通・志村國昭常任委員会�行政視察

釣
り
文
化
振
興
に
よ
る
地
方
創
生

調査地調査日

苫
小
牧
港

令
和
４
年
10
月
31
日

釣
り
文
化
振
興
モ
デ
ル
港

設
置
目
的
の
背
景
・
経
緯

　
日
本
釣
振
興
会
か
ら
防
波
堤

の
開
放
に
つ
い
て
苫
小
牧
港
管

理
組
合
へ
相
談
が
あ
っ
た
。
管

理
組
合
と
し
て
も
防
波
堤
の
立

入
禁
止
規
制
を
強
化
す
る
よ
り
、

安
全
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、

立
入
禁
止
と
し
て
い
る
防
波
堤

で
の
事
故
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
、
国
土
交
通
省
が

策
定
し
た
「
防
波
堤
等
の
多
目

的
使
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
基
づ
き
、
防
波
堤
の
釣

り
場
開
放
に
向
け
て
協
議
会
の

立
ち
上
げ
等
の
準
備
を
進
め
る

こ
と
と
し
た
。

運
営
状
況

①
営
業
主
体

一
般
社
団
法
人
苫
小
牧
港
釣
り

文
化
振
興
協
会
（
役
員
５
人
、

ス
タ
ッ
フ
12
人
）

運
営
時
の
監
視
体
制
：
監
視
員

３
人
、
駐
車
場
１
人
、
管
理
棟

常
駐
１
人

②
営
業
期
間

令
和
４
年
度

　

�

４
月
23
日
か
ら
10
月
30
日
ま

で
の
土
日
祝
日

令
和
５
年
度

　

�

３
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
の
土
日
祝
日

③
営
業
時
間

日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
（
時
期

に
よ
り
営
業
時
間
が
変
更
）

④
利
用
者
数
（
９
月
末
時
点
）

２
３
５
４
人
（
営
業
日
数
46
日
）

⑤
イ
ベ
ン
ト

投
げ
釣
り
大
会
（
５
月
）、
夏

休
み
親
子
釣
り
教
室
（
８
月
）、

一
本
防
波
堤
解
放
記
念
釣
り
大

会
（
10
月
）

苫
小
牧
港
海
釣
り
施
設

協
議
会

　
協
議
会
は
、
苫
小
牧
港
の
防

波
堤
等
の
港
湾
施
設
に
つ
い
て
、

地
方
創
生
に
資
す
る
利
活
用
と

し
て
海
釣
り
施
設
の
設
置
を
推

進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を

協
議
し
、
関
係
者
間
で
の
合
意

形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
北
海
道

開
発
局
や
苫
小
牧
市
、
海
上
保

安
署
や
消
防
本
部
等
の
関
係
す

る
官
公
庁
の
ほ
か
、
日
本
釣
振

興
会
や
北
海
道
釣
魚
連
盟
、
釣

り
具
店
等
の
釣
り
団
体
、
地
元

漁
業
協
同
組
合
な
ど
。

「釣り文化振興モデル港」とは
　国土交通省港湾局にて観光資源としての港湾
における釣り施設や既存の防波堤等の利活用が
進められており、地域の関係者による地方創生
を目的とした釣り文化振興の取組が進められて
いる港湾を「モデル港」として募集し、「釣り
文化振興モデル港」として指定しているもの。
　北海道内では苫小牧港のみ。

苫小牧港についての説明を受ける苫小牧港についての説明を受ける

松
田
委
員

　
振
興
団
体
と
の
連
携
に
取
り

組
み
、
関
連
団
体
と
の
協
議
を

進
め
れ
ば
、
実
現
の
可
能
性
は

あ
る
。
実
現
で
き
れ
ば
、
町
の

観
光
資
源
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
り
、
交
流
人
口
の
拡
大

視
察
を
終
え
て
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開
放
に
よ
る
効
果

１
．
地
元
の
経
済
効
果

　

�

地
元
で
あ
る
勇
払
の
商
店
等

の
売
上
げ
に
貢
献
。

２
．
釣
り
人
の
マ
ナ
ー
向
上
と

周
辺
環
境
の
改
善

　

�

周
辺
の
釣
り
に
よ
る
ご
み
が

減
少
し
た
ほ
か
、
ゴ
ミ
拾
い

等
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
周
辺
環
境
が

改
善
さ
れ
て
い
る
。

３
．
コ
ン
テ
ナ
物
流
の
ア
ピ
ー

ル
　

�

コ
ン
テ
ナ
荷
役
作
業
が
間
近

問

災
害
時
（
地
震
、
津
波
等
）

に
お
け
る
釣
り
人
へ
の
危

険
回
避
の
手
立
て
は
。

答

地
震
や
津
波
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
、「
浸
水
エ
リ

ア
外
」
ま
た
は
「
津
波
一
時
避

難
施
設
」
へ
す
ぐ
に
避
難
で
き

る
よ
う
、
予
め
利
用
者
へ
周
知

し
て
い
る
。
危
機
回
避
の
た
め

の
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し

て
い
る
ほ
か
、
監
視
員
に
対
し

て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
徹
底
し
、
救

助
訓
練
も
実
施
し
て
い
る
。

問

「
モ
デ
ル
港
」
の
指
定
に

向
け
準
備
等
を
進
め
て
き

た
中
で
、
様
々
な
課
題
が
あ
っ

た
か
と
は
思
う
が
、
最
も
困
難

で
あ
っ
た
こ
と
は
。

答

管
理
棟
に
つ
い
て
計
画
当

初
は
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

で
計
画
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
入
手
が
困
難

に
な
っ
た
た
め
固
定
式
と
し
た

が
、
開
発
行
為
の
申
請
や
建
築

に
あ
た
っ
て
の
接
道
用
件
を
ク

リ
ア
す
る
た
め
に
、
通
路
用
地

の
確
保
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
。

で
見
え
、
コ
ン
テ
ナ
物
流
の

ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
軽
食

の
提
供
や
自
動
販
売
機
の
設
置
、

平
日
の
営
業
や
営
業
時
間
の
延

長
、
解
放
前
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
防
波
堤
基
部
に
お
け
る
釣
り

人
の
対
策
に
つ
い
て
、
今
後
解

消
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

実際の釣り場を見学実際の釣り場を見学

や
経
済
的
波
及
効
果
は
大
き
い

と
感
じ
て
い
る
。

　
実
現
性
の
模
索
を
計
り
な
が

ら
町
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

北
藤
委
員

　
十
勝
港
で
取
り
組
む
こ
と
は

難
し
い
。
地
震
や
津
波
が
発
生

し
た
場
合
の
危
険
回
避
な
ど
、

行
政
と
検
討
し
な
が
ら
議
員
が

進
め
る
し
か
な
い
。
時
間
は
か

か
る
。

志
村
委
員

　
十
勝
港
の
ど
の
施
設
（
防
波

堤
、
岸
壁
）
を
開
放
で
き
る
の

か
が
、
大
き
な
課
題
と
な
り
そ

う
だ
。

　
ま
た
、
有
料
開
放
す
る
た
め

の
管
理
方
法
や
主
体
と
な
る
管

理
団
体
の
設
置
な
ど
検
討
事
項

は
多
い
。

　
十
勝
港
で
の
釣
り
人
の
マ
ナ
ー

改
善
は
喫
緊
の
課
題
で
、
港
湾

管
理
者
と
し
て
何
ら
か
の
手
立

て
は
必
要
と
な
る
。
禁
止
区
域

や
釣
り
場
の
設
定
の
有
無
も
含

め
、
早
々
に
取
り
組
む
課
題
と

感
じ
た
。

「苫小牧港における
モデル港設置まで」

令和元年７月　 日本釣振興会北海道地区支部が
モデル港への応募について相談

　→「苫小牧港海釣り施設協議会」を立ち上げ
令和２年２月　 釣り文化振興モデル港　２次募

集に応募
令和２年８月　釣り文化振興モデル港に指定
令和２年
　～令和３年　釣り場解放へ向けた準備
　　　・苫小牧港海釣り施設協議会（各年２回）
　　　・安全施設等の整備
　　　・試験実釣（各年２～３回程度）
　　　・試験開放（各年１回ずつ）
令和４年４月　釣り場として防波堤を開放

次のページも
「常任委員会」
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雄
大
な
自
然
と
一
体
化
し
た
キ
ャ
ン
プ
場

調査地調査日

オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト

�

苫
小
牧
ア
ル
テ
ン

令
和
４
年

�

11
月
１
日

設
置
目
的
と
経
緯

　
昭
和
60
年
代
に
入
り
車
社
会

の
高
度
化
、
余
暇
時
間
の
拡
大
、

そ
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
へ
の
志
向

が
高
ま
る
中
、
昭
和
63
年
に
北

海
道
開
発
庁
が「
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」
を
提

唱
し
た
。
こ
の
た
め
苫
小
牧
市

も
新
し
い
タ
イ
プ
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
基
地
の
建
設
に
積
極
的

に
取
り
組
み
基
本
構
想
・
基
本

計
画
を
策
定
し
た
。
結
果
、
事

業
は
北
海
道
開
発
庁
提
唱
事
業

の
第
一
号
と
し
て
進
め
ら
れ
、

公
園
面
積
２
３
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
う
ち
45
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
オ
ー

ト
リ
ゾ
ー
ト
開
発
地
域
と
し
た
。

【
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
想
と
は
】

　
北
海
道
の
特
性
を
生
か
し
て
、

清
潔
で
安
全
、
快
適
に
過
ご
せ

る
本
格
的
な
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
を
核
と
す
る
複
合
的
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
交
流
の
拠
点

を
全
道
に
整
備
し
、
そ
れ
ぞ
れ

を
高
速
交
通
網
を
始
め
と
す
る

多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び

つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
高
度
化

す
る
車
社
会
に
対
応
し
た
新
し

い
リ
ゾ
ー
ト
を
北
海
道
全
体
に

展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

入
場
者
数

　
こ
の
３
か
年
は
３
万
８
０
０

０
人
、
３
万
６
０
０
０
人
、
そ

し
て
今
年
は
過
去
最
高
の
４
万

９
４
０
０
人
の
来
場
者
数
と
な

る
予
定
。来
年
は
、自
動
車
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
貸
切
も
予
定
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

　
広
大
な
敷
地
内
の
建

物
や
サ
イ
ト
の
状
況
を

つ
ぶ
さ
に
見
て
歩
く
こ

と
が
で
き
、
北
海
道
有

数
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
温
泉
利

用
の
来
場
者
も
多
く
見

受
け
ら
れ
冬
場
の
閑
散

期
を
も
の
と
も
し
な
い

力
強
さ
を
感
じ
た
。

各キャンプサイト、キャビン等を視察各キャンプサイト、キャビン等を視察

小
田
委
員
長

　
本
町
で
は
キ
ャ
ン
プ
場
の
再

検
討
の
動
き
も
あ
り
、
参
考
に

な
る
と
考
え
視
察
し
た
。

　

ア
ル
テ
ン
と
比
較
す
る
と
、

広
さ
や
立
地
性
は
良
く
な
い
と

思
う
が
、
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
と
い

う
独
自
性
を
も
ち
え
る
キ
ャ
ン

プ
場
は
可
能
か
と
思
う
。
実
現

に
近
づ
け
る
よ
う
、
活
動
し
て

い
き
た
い
。

※
他
の
委
員
及
び
レ
ポ
ー
ト
全
文
は
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

旗
手
副
委
員
長

　
第
三
セ
ク
タ
ー
が
運
営
す
る

通
年
営
業
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
視

察
。
ア
ル
テ
ン
は
充
実
し
た
設

備
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
や
利
便
性
が

良
く
て
快
適
な
バ
ン
ガ
ロ
ー
な

ど
目
的
に
合
わ
せ
て
選
べ
る
。

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

視
察
を
終
え
て　
委
員
の
ひ
と
こ
と

各常任委員会の所管する事務事業
【総務常任委員会】
総務・企画・住民・保健福祉の各課、出納室、
養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、国保
病院、教育委員会、公平委員会、選挙管理委
員会、監査委員の事務

【産業常任委員会】
農林・水産商工・建設水道・港湾の各課、農業
委員会の事務
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常任委員会所管事務調査常任委員会所管事務調査

介護保険事業計画・障害者計画
� の進捗状況は
特定非営利活動法人「のーまひろお」の現地視察を行い、
事業内容や施設運営について小林所長から説明を受け、各
計画については町から説明を受けた。

介
護
保
険
事
業
計
画

見た！
　聞いた！

考えた！

総務常任委員会
出席委員：委員長　前崎　茂　副委員長　萬亀山ちず子
　　　　　浜野　隆・渡辺富久馬・山谷照夫・堀田成郎
� 調査日　令和４年11月２日

　
「
３
年
を
１
期
」
と
し
て
策

定
し
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
を
第
８
期
と
し
て

い
る
。
団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
と
な
る
令
和
７
年
及
び
現

役
世
代
が
急
減
す
る
令
和
22
年

を
見
据
え
た
人
口
推
計
か
ら
、

介
護
需
要
に
対
す
る
基
本
理
念

を
掲
げ
て
、
計
画
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

基
本
理
念

１�

ま
ち
全
体
で
健
康
寿
命
を
延

ば
し
、
自
分
ら
し
い
生
活
を

人
生
の
最
期
ま
で
お
く
る
こ

と
が
で
き
る
広
尾
町

２�
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築

き
、
見
守
り
・
支
え
あ
え
る

広
尾
町

３�

医
療
や
介
護
が
必
要
と
な
っ

て
も
療
養
・
ケ
ア
・
暮
ら
し

の
場
所
に
つ
い
て
、
誰
も
が

選
択
と
意
思
決
定
が
で
き
る

広
尾
町

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　
令
和
３
年
度
の
「
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
」
の
実
績
は
要
支

援
１
・
２
の
方
に
対
す
る
介
護

予
防
給
付
の
う
ち
「
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
」
の
利
用

者
は
１
人
、
要
介
護
１
～
５
ま

で
の
利
用
者
は
28
人
と
な
っ
た
。

　
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」

の
利
用
者
は
、
要
支
援
１
・
２

の
方
は
３
人
、
要
介
護
１
～
５

ま
で
の
利
用
者
は
22
人
と
な
っ

た
。現

地
視
察
「
の
ー
ま
ひ
ろ
お
」

事
業
内
容
と
利
用
者
数

・
生
活
介
護
（
４
人
）

　
自
立
し
て
日
常
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
創
作
的
ま
た
は
生
産

活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
。

・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
（
19
人
）

　
就
労
の
機
会
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
生
産
活
動
の
機
会
を

通
じ
て
そ
の
知
識
・
能
力
向
上

の
た
め
に
必
要
な
訓
練
を
行
う
。

・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
（
６
人
）

　
放
課
後
等
安
全
に
生
活
で
き

る
よ
う
生
活
支
援
ま
た
は
余
暇

活
動
を
提
供
す
る
。

広
尾
町
障
害
者
計
画

運
営
に
お
け
る
課
題
と

町
の
対
応

　
「
ゆ
う
ゆ
う
舎
」
が
運
営
す

る
３
事
業
に
お
い
て
、
将
来
的

に
利
用
者
が
町
外
の
施
設
、
事

業
所
に
移
籍
す
る
な
ど
利
用
者

減
に
伴
う
介
護
報
酬
額
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
職
員

が
高
齢
化
し
て
い
る
た
め
に
、

新
た
な
人
材
確
保
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
が
、
給
与
面
に
お
け
る

処
遇
改
善
が
課
題
で
あ
る
。

　
町
と
し
て
は
、
当
該
事
業
所

の
職
員
給
与
の
処
遇
改
善
に
か

か
る
費
用
に
つ
い
て
財
政
支
援

を
検
討
中
。

問

旧
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー
か

ら
現
在
地
に
移
転
し
た
こ

と
で
、
町
民
と
利
用
者
の
触
れ

合
う
機
会
は
増
え
た
の
か
。

答

町
が
委
託
す
る
「
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」

で
町
民
と
触
れ
合
う
機
会
を
設

け
て
い
る
。
新
築
移
転
し
た
大

き
な
目
的
は
、
地
域
に
お
け
る

ふ
れ
あ
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
施
設
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
、
新
た
な
形
で
地

域
と
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

事業内容を視察する委員事業内容を視察する委員

次のページは
「議員の自己評価」
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５つの項目を
４段階で評価しました

議員活動の
自
己
評
価

① 議会の会議（本会議、委員会、議員
協議会など）や研修の出席

② 議会の会議（本会議、委員会、議員
協議会）での発言

③ 議会、委員会で実施した研修（視察）
や講演動画等の活用

④ 議会モニター会議など、議会改革の
取り組み

⑤ 個々の議員活動全般

※ 議員活動の抱負

≪各項目の評価基準は以下のとおりです≫

　広尾町議会基本条例では、「議会は
町民に対し、議員の活動を的確に評価
ができる情報を提供する。」と定めて
います。
   議員個人が１年間どう考え、どう活
動したかについて自己評価を行い、そ
の結果を広く町民に知らせることは、
町民が議会、議員に対し、的確な評価
を下す大きな材料となり、議会の透明
化を目指す上での一つの手段になると
考えます。
　そのことから、令和４年の活動につ
いて、「議員個人の活動にかかる自己評価」
を実施しましたので、結果をお知らせ
します。

出席 ・会議や研修の出席状況はどうだったか。
・正当な理由がない欠席はなかったか。

発言 ・一般質問、審議・審査の質疑、討論などで自分の考え、意見を発言したか。
・発言の論点ははっきりしていたか。また、簡潔明瞭な発言だったか。

研修等 ・明確な目的をもって参加したか。
・研修（視察）や講演動画等で得たことを、その後の活動に生かせたか。

・町民の意見を広く把握し、町政の課題へ的確に反映させたか。
・報告事項や提出書類を期限内に報告・提出できたか。

議員活動

議会改革 ・事業の実施にあたって、真摯に全力で取り組んだか。
・事業を実施して得たことを、その後の活動に生かせたか。

評価は４段階

４－よくできた
３－概ねできた
２－あまりできなかった
１－できなかった
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研修等

３３

３

3

３

当選１回
・産業常任委員

発　言 一般質問や審議・審査の場で、積極的に
発言ができた

研修等 先進的な取組をしているキャンプ場や釣り場の
視察を行い、議員活動に生かすことができた

議会改革 議会モニター会議や議会報告会を通じ、多様なご
意見をいただき議員活動に生かすことができた

抱　　負
今年行ってきた議員活動を元に、新型コ
ロナとの共生社会に向け町民の健康と生
活の活性化に貢献できるように、議員活
動を行っていきたい

53歳

松
まつ

田
だ

　健
けん

司
じ

研修等

３３

３

4

３

当選２回
・総務常任委員
・議会運営副委員長

出　席 会議や研修は全て出席できた

研修等 研修等で得たことを今後に生かしたい

議員活動 町民の意見や要望に応えるよう努めた

抱　　負 町民一人ひとりが楽しく暮らせるよう、
頑張りたい

69歳

浜
はま

野
の

　隆
たかし

研修等

3３

4

4

4

当選４回
・総務常任委員長
・議会運営委員
・南十勝複合事務組合議会議員

発　言 町民要望や町の課題について一般質問をし、
予算・決算委員会等でも積極的に質疑をした

議会改革 議会報告会やモニター会議での意見等を基に議
会改革及び開かれた議会を目指すことに励んだ

議員活動 平素から新聞等のマスメディアの情報収集に
努め、一般質問や委員会等の発言に活用した

抱　　負
他町村の先進事例をストックし、住民福
祉の向上や少子高齢化に係る事案を提案
してきた。住民要望等を広く収集するこ
とに励み、今後も現場主義を推進したい

73歳

前
まえ

崎
ざき

　茂
しげる

研修等

３３

3

4

3

当選２回
・総務常任副委員長
・議会運営委員

出　席 研修は全て参加し、レポートも提出でき
た

発　言 簡潔な発言に努めた

議員活動 町民の安心安全を守るため行政に届けて
きた

抱　　負
コロナ禍で自分は思うように活動ができ
なかったが、制限される中でも自分なり
の意見や町民の意見が町政に反映される
よう努める

73歳

萬
ま

亀
き

山
やま

ちず子
こ

次のページも
「議員の自己評価」

※年齢、所属委員会は２月末日現在



広尾町議会だより　№205 22

研修等

44

4

3

3

当選３回
・産業常任委員
・議会広報特別委員
・議会選出監査委員

発　言 毎回、事前に質問や質疑の内容を精査し、簡潔な発
言に努めてきた

研修等 研修を通じて得るところは多く、先進地視察で
得たことを町づくりに生かせるよう努力したい

議会改革 議会報告会では、丁寧な報告と質問に対する説明ができた。
暮らしの中での諸問題や議員定数等の意見聴取に努めた

抱　　負
この町で暮らし続けるための考えや要望を町政
に届けることが議員の仕事と更に強く認識して
いる。コロナ禍で活動に多少の影響は感じてき
たが、より多くの意見や要望を拝聴したい

72歳

志
し

村
むら

　國
くに

昭
あき

研修等

12

３

3

３

当選５回
・産業常任委員
・議会運営委員
・議会広報特別委員

出　席 欠席はあったが、おおむね出席できた

議会改革 議会報告会は欠席したが、町民にとって
身近な議会となるよう取り組んでいく

議員活動 これからも日々議員活動に努力する

抱　　負 視察など出席できなかったが、町民の負
託に応えられるよう頑張りたい

85歳

星
ほし

加
か

　廣
ひろ

保
やす

研修等

３3

３

4

３

当選４回
・総務常任委員
・議会運営委員長
・議会広報特別委員

発　言 一般質問によって行政を少しでも前へ動
かすことができた

研修等 しっかりと目的を持ち、活動に生かすべ
く努力した

議会改革 コロナ禍により、事業実施に難はあった
が、しっかりと取り組めた

抱　　負
住民との意見交換や情報収集によって、何が求
められているかを知る事ができた。来年は、よ
り高くアンテナを伸ばし、住民要望を的確に把
握し、どう行政に生かすかを追求して行きたい

81歳

渡
わた

辺
なべ

富
ふ

久
く

馬
ま

研修等

12

1

2

2

当選３回
・産業常任委員
・議会広報特別委員長
・南十勝複合事務組合議会議員

発　言 意見を述べることはできなかった

議会改革 モニターからの意見は町長に向けたことであって、
議員としての意見を申すものではないと思った

議員活動 色々な事情があってできなかった

抱　　負 新型コロナの猛威の中で、自己や町民の
感染防止に向けた対策に力を入れていく

70歳

北
きた

藤
ふじ

　利
とし

通
みち
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研修等

３３

4

3

3

当選７回
・産業常任委員長

発　言 論点、明瞭性についての評価は議事録等
の読み返しをすることで補いたい

研修等 研修や視察を行う前に、学習会、勉強会の時間
を持つことも場合によっては必要かと思った

議員活動 コロナ禍で町民との面談や意見交換は制限され
たが、メールやＳＮＳである程度は可能だった

抱　　負
議員間での討論の実施及び各議員の所持
するタブレットの有効活用（ペーパーレ
ス化等）に取り組みたい

72歳

小
お

田
だ

　雅
まさ

二
じ

研修等

3３

4

4

4

当選12回
・産業常任副委員長

発　言 自分の考え、意見を発言できた。“論点ははっ
きり”と心がけている

議会改革 コロナ禍で制約はあったが、住民の福祉
向上のためを心がけて活動した

議員活動 町民の声を聴くよう日頃から努めている。
報告事項や提出書類は期限内に提出できた

抱　　負
議会報告会等で日頃お会いする事のない方と
もお話ができ、勉強になりました。来年に向
け、先進地での取組等も参考にしながら、本
町で取り組める事例等を発言していきたい

75歳

旗
はた

手
て

　恵
けい

子
こ

研修等

32

3

3

３

当選４回
・議長
・十勝圏複合事務組合議会議員
・とかち広域消防事務組合議会議員

発　言 議長としての発言に終始したが、ポイントを押さえ
た発言、会議の進行はスムースに行えたと感じる

研修等 ３年振りの開催が多かったが、実際の発
議に生かされるなど実りも多かった

議会改革 ここにきて、改革に対する動きがマンネリ化
してきたように感じる。新たな形を探りたい

抱　　負
議会の建設的な運営もさることながら町長部局の
提案に対して具体的な対案をもっての議論と議
決があって当然であり、そのための調査や研究
の精度を上げて、議会の資質向上につなげたい

56歳

堀
ほり

田
た

　成
しげ

郎
お

研修等

３3

３

4

3

当選４回
・副議長
・総務常任委員
・議会運営委員
・議会広報特別副委員長
・とかち広域消防事務組合議会議員

発　言 一般質問はできなかったが、論点の明確
化、簡潔明瞭な発言に心掛けた

議会改革 議会モニター会議や議会報告会は真摯に取り組んだ。
得たことを議員活動に生かすようにしている

議員活動 町民の意見や要望の把握と反映に努めた。報告
事項や提出書類は期限内に報告・提出できた

抱　　負
コロナ禍にあって不本意な活動の１年であった。
本年は、町民の皆さんとの意見交換において、
意見や要望を把握し、「行政を少しでも動かす
ため」の一般質問ができるよう取り組みたい

77歳

山
やま

谷
や

　照
てる

夫
お

次のページは
「議会改革・活動状況」
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継
続
は
力
な
り

議
会
改
革

令
和
４
年
は
何
を
し
た
？

　
令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
１
年
間
に
取
り
組
ん
だ
主

な
議
会
改
革
は
次
の
と
お
り
で

す
。

議
会
報
告
会

　
議
会
・
議
員
活
動
や
議
会
で

の
審
議
内
容
を
議
員
自
ら
が
町

民
に
説
明
す
る
「
議
会
報
告
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
内
３
会
場
で
行
い
、
参
加

者
は
33
人
で
し
た
。
主
に
「
議

員
定
数
及
び
報
酬
等
」
や
「
第

６
次
ま
ち
づ
く
り
計
画
」を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

※
Ｐ
14
・
15
に
関
連
記
事

高
校
生
と
の
交
流

　
議
員
が
広
尾
高
校
を
訪
問
し
、

高
校
生
議
会
で
一
般
質
問
を
す

る
内
容
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
高
校
生
議
会
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
モ
ニ
タ
ー

　
議
会
の
運
営
等
に
関
し
、
町

民
か
ら
の
要
望
や
意
見
を
聞
く

た
め
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
を
10
人

委
嘱
（
定
員
12
人
、
委
嘱
期
間

２
年
）
し
て
い
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
１
月
と
10

月
に
開
催
し
ま
し
た
。

※
Ｐ
11
に
関
連
記
事

議
会
情
報
の
公
開

　
次
の
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

広
報
や
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

①
議
案
賛
否

　
人
事
案
件
を
除
く
賛
否
の
あ
っ

た
議
案
に
つ
い
て
、
議
員
の
賛

否
。

②
議
員
の
出
欠
状
況

　
本
会
議
、
各
委
員
会
、
研
修

等
に
お
け
る
各
議
員
の
出
欠
状

況
。

③
議
会
活
動
状
況

　
「
本
会
議
開
催
状
況
」「
付
議

事
件
・
議
決
結
果
（
件
数
及
び

件
名
）」「
一
般
質
問
」「
意
見
書
」

な
ど
。

会
議
録
の
公
開

　
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
本
会
議
、

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
会

議
録
を
公
開
し
て
い
ま
す
。（
公

開
時
期
は
各
会
議
の
約
３
か
月

後
）

ネ
ッ
ト
中
継

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
映
像
配

信
サ
ー
ビ
ス
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
）
を
利
用
し
て
、
本
会
議
又

は
本
会
議
場
で
開
催
さ
れ
る
委

員
会
の
生
中
継
、
録
画
中
継
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

自
己
評
価

　

議
員
活
動
を
自
己
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
議
会
広
報
に
掲
載

し
て
町
民
に
周
知
し
ま
し
た
。

※
Ｐ
20
～
23
に
関
連
記
事

レ
ポ
ー
ト
の
提
出

　
議
員
研
修
に
参
加
し
た
議
員

は
、
事
後
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て

い
ま
す
。議

会
懇
談
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
自
粛
し
ま

し
た
。

３年ぶりの開催となった議会報告会３年ぶりの開催となった議会報告会

広尾町議会独自研修会（令和４年10月26日）広尾町議会独自研修会（令和４年10月26日）
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令和４年�広尾町議会の活動状況
※令和４年１月～12月

回数 会議日数 付議事件数 傍聴者数
定例会 ４回 14日 112件 ６人
臨時会 ４回 ４日 48件 ０人
合　計 ８回 18日 160件 ６人

１．本会議開催状況

２．付議事件数・議決結果 （単位：件）
区分 提出者 種類・件数 議決結果・件数

定
　
　
例
　
　
会

町
　
　
長

条　　例 18 原案可決 18
予　　算 44 原案可決 44
決　　算 10 認　　定 10

人事案件 ４
同　　意 ４
適　　任

契　　約 ２ 原案可決 ２

専決処分 １
承　　認
報　　告 １

そ の 他 12
原案可決 ６
報　　告 ６

小　　計 91 小　　計 91

議
　
　
員

条　　例
意 見 書 10 原案可決 10
規　　則

そ の 他 ７
原案可決 ３

当選・互選 ２
その他 ２

小　　計 17 小　　計 17

委
員
会

条　　例 原案可決
規　　則 原案可決
そ の 他 ４ 原案可決 ４

小　　計 ４ 小　　計 ４
定例会　計 112 112

臨
　
　
時
　
　
会

町
　
　
長

条　　例 10 原案可決 10
予　　算 17 原案可決 17
人事案件
契　　約 ２ 原案可決 ２

専決処分 14
承　　認 ７
報　　告 ７

そ の 他 １ 原案可決 １
小　　計 44 小　　計 44

議
員

条　　例
そ の 他 ４ 原案可決 ４

小　　計 ４ 小　　計 ４
委員会 そ の 他
臨時会　計 48 48

年　間　件　数 160 160

３．一般質問

区　　分
定例会 延べ

人数
実

人数第１回 第２回 第３回 第４回
質問者数 ５人 ４人 ３人 ４人 16人 ５人

４．委員会開催状況
委員会名 会期中 閉会中 計

総務常任委員会 １日 ３日 ４日
産業常任委員会 １日 ４日 ５日
議会運営委員会 ３日 ４日 ７日

特
別
委
員
会

予 算 審 査 ３日 日 ３日
決 算 審 査 ３日 日 ３日
議 会 広 報 １日 12日 13日
議員定数等調査 日 １日 １日

合　　　計 12日 24日 36日

５．研修・視察活動
①議員研修会

日程 参加人数 研修地 内　　　容

７/ ６
～７ ８人 札幌市

北海道町村議会議長会主催
講演「参院選最終情勢分析と選
挙後の政局展望」

７/20 ８人 芽室町

芽室町・広尾町議会議員研修・
交流会

「住民参加の新たな視点と手法
とは」

10/ ３ ９人 中札内村
南十勝町村議会議員研修会

「行政を動かす一般質問のポイ
ント」

10/26 10人 広尾町

広尾町議会議員等研修会
「議会改革と議員定数・報酬等
のあり方～「住民自治の根幹」
としての議会の作動～」

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、北海道町村議会
議長会主催の議会広報研修会は中止となりました。

②常任委員会行政視察
区分 日程 参加者 視察先 内　　　容

産業
10/31

~
11/ １

委員
５人 苫小牧市

釣り文化振興モデル港の運
営状況について
オートキャンプ場の施設及
び運営状況について

※ 総務常任委員会は行政視察をせず、町内で所管事務調査を
行いました。

６．意見書の可決状況

区　　分
定例会

合計
第１回 第２回 第３回 第４回

可決件数 ２件 ５件 ２件 １件 10件

次のページは
「議会日誌・各種お知らせ」
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議会活動日誌
令和４年12月～令和５年２月

10日　第１回議員定数等に関する調査特別委員会
　　　第１回議会広報特別委員会
13日　第１回総務常任委員会
15日　議会懇談会（地域おこし協力隊・全議員）
　　　大樹町議会議員との研修・交流会（大樹町）
17日　第２回議員協議会
　　　十勝町村議会議長会定例会（帯広市）
18日　自民党第11選挙区支部2023政経セミナー（帯広市）
21日　とかち広域消防事務組合議会定例会（帯広市）
　　　十勝圏複合事務組合議会定例会（帯広市）
22日　南十勝複合事務組合議会定例会（大樹町）
24日　第２回議会運営委員会

【12月】
１日　第７回議会運営委員会
３日　広尾町生涯学習まちづくりセミナー
６日　第４回広尾町議会定例会（～９日）
　　　第15回議員協議会
９日　議会広報編集会議
11日　長崎県西海市との懇親会
19日　十勝町村議会議長会議長研修会（帯広市）

【１月】
３日　はたちのつどい
４日　広尾町消防団「新年出初式」
　　　広尾町新年交礼会
19日　行政懇談会・新年交礼会（帯広市）
26日　交通安全署名奉納及び交通安全祈願祭
27日　第１回議会運営委員会
29日　北海道議会議員　喜多龍一と新春道政を語る会
30日　第１回広尾町議会臨時会
　　　第１回議員協議会
　　　第２回議会モニター会議（２班）

【２月】
１日　議会広報編集会議
５日　広尾町アイスストッカー大会
９日　第１回産業常任委員会

閉会中の所管事務調査
　各常任委員会と議会運営委員会は、令和
５年第１回定例会までの閉会中に、次の所
管事務調査を実施します。
◇総務常任委員会
①防災行政（避難所運営、防災公園整備構想等）

について
◇産業常任委員会
①ふるさと納税事業の現状と課題について
◇議会運営委員会
①議会の運営に関する事項について
②議会の基本条例、会議規則等に関する事項につ

いて
③議長の諮問に関する事項について

広尾町議会から町民の皆様へお願いです

①議場ではマスクを着用し、出入りの際には手指の消毒をしてください。

②傍聴席では間隔をあけてご着席ください。

③体調が良くないときは、傍聴をお控えください。

※町ウェブサイトから議会中継を見ることができます。

町ウェブサイト
「議会インターネット中継」

ＱＲコード

過去の
録画中継も
見れるよ

　205号より、議会だよりのレイアウトとフォントを変更しました。
　これまで、６段組みで紙面を構成していましたが５段組に変更し、ＵＤフォント（ユニバーサルデザイン
フォント）を導入しました。ＵＤフォントとは、多くの人に分かりやすく、読みやすいように工夫されたフォ
ントです。

　今後も議会の事が分かりやすく、見やすい広報づくりに努めていきます。

~議会だよりのレイアウトを変更しました~

【明朝体】
旧フォント
あいうえお
１２３４５
６７８９０

【ゴシック体】
旧フォント
あいうえお
１２３４５
６７８９０

【明朝体】
新（ＵＤ）フォント
あいうえお
１２３４５
６７８９０

【ゴシック体】
新（ＵＤ）フォント
あいうえお
１２３４５
６７８９０


